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2025年５月 21日 

住友生命保険相互会社 

 

 

～企業向けサービスＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）～ 

株式会社七十七銀行のレベルアップしたDE＆I推進策を支援 

性別特有の健康課題への相互理解促進 

 

 

住友生命保険相互会社（取締役 代表執行役社長 高田 幸徳、以下「住友生命」）は、

プレコンセプションケア※１領域における企業向けサービス「不妊治療と仕事の両立支援」

ソリューション（サービス名称：Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）※２）の継続的なレベ

ルアップに取り組み、企業のDE＆I推進等の支援を進めています。 

現在は、不妊治療のみならず、仕事をするうえで上手く付き合っていくべき各種健康課

題についても取り扱いを開始するなど、コンテンツを拡充しています。 

このたび、男女それぞれに存在する性別特有の健康課題への相互理解促進を目的にした

オンラインセミナーを株式会社七十七銀行（取締役頭取 小林 英文、以下「七十七銀

行」）へ提供しましたのでお知らせします。また、今後も新人行員向けプレコンセプショ

ンケア研修の提供を予定するなど、継続した支援に取り組んでいきます。 

※１ プレコンセプションケアとは、若い男女が将来のライフプランを考えて日々の生活や健康と向き合うこと。次世代

を担う子どもの健康にもつながるとして近年注目されているヘルスケアです。 

※２ 詳細は右記 URL をご参照ください。https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/whodos/ 

 

１．七十七銀行への支援について 
昨年、七十七グループ社内での DE＆I推進を目的とした支援を実施したところ、「性別特

有の健康課題について男女ともに理解を深める機会を作りたい」とのオファーをいただき、

昨年とはテーマや対象層を変えてレベルアップした DE＆I 推進策を支援すべく、以下のセ

ミナーを 2025年３～４月の２回にわたり提供しました。 

また、2025 年６月には新人行員を対象にプレコンセプションケア研修を予定しています。 

 

＜支援の流れ＞ 

 

2024年２･３月      2025年３･４月（今回）    2025年６月（予定） 

 

     

 

 

【テーマ】 

・｢妊活｣と｢不妊治療｣の基礎知識 

～知ることが未来への第一歩～ 

・女性の健康課題とキャリアの 

両立 

【テーマ】 

・男女の｢妊活｣と｢生理｣を知る 

～他人事を自分事に～ 

・男女の更年期、基本のキ 

～生き生きと働き続けるために～ 

【テーマ】 

・プレコンセプションケア研修

（新人行員向け集合研修） 

テーマ・対象層を変えながら周囲の巻き込み、企業風土の醸成を推進 

https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/whodos/
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２．今回の支援概要 

ａ．オンラインセミナー 

 新たに以下のセミナーコンテンツの提供を行いました。 

テーマ 概要 

男女の「妊活」と「生理」を知る 

～他人事を自分事に～ 

女性のホルモンと男女の生理、不妊治療について

の基礎知識や仕事との両立について説明してい

ます。 

男女の更年期、基本キ 

～生き生きと働き続けるために～ 

男女それぞれの更年期に訪れる心身の変化に関

する基本的な知識やチェックポイントについて

説明しています。 

 

ｂ．セミナー実施の背景・実施しての感想・今後の展望 

（七十七銀行 人事部 ダイバーシティ推進室 室長 高橋 裕美子様のコメント） 

七十七グループでは、一人ひとりが自己の能力を十分に発揮できる職場環境の実現

を目指し、多様性への理解促進に向けた様々な取組みを行っています。 

今回実施したセミナーでは、性別特有の健康課題をテーマに、当事者または支援者と

して、男女の垣根を超えて相互理解を深めることが出来ました。医学的内容を分かりや

すく解説いただくとともに、実際に職場で求められる配慮について具体的事例を交え

て説明いただき、非常に満足度の高いカリキュラムでした。 

引き続き、セミナーの開催等を通じ、従業員一人ひとりの「なりたい姿」の実現に向

けて、「ワーク」と「ライフ」の両面から積極的なキャリア支援を行ってまいります。 

 

ｃ．セミナー受講者の声（受講後アンケートより一部抜粋） 

＜男女の｢妊活｣と｢生理｣を知る ～他人事を自分事に～ に関するコメント＞ 

「世の中に情報は増えているが、専門家の話を直接聞く機会は初めてであり、効率的に

全体像をつかむことができた。」 

「自身には現時点では｢妊活」や｢生理」に関する悩みは少ないが、自身の立場（マネー

ジャー）としては知っておく必要があるため、このような取組みは必要だと考える。」 

 

＜男女の更年期、基本のキ に関するコメント＞ 

「講師の方の説明が非常にわかりやすく、質問にも的確に回答いただけました。」 

「非常に重要なテーマではあるものの、これまで聞いたことのない話だったので、今回

聞けてとても良かった。」 

「更年期症状が発症した時の病院への罹り方など、今まで知らなかったので勉強にな

った。男性の更年期についても新たな発見が多く、同僚への対応に関しては特に学びが

あった。」 
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３．６月実施予定の新人行員向けプレコンセプションケア研修について 

2025年６月 11日には、ヘルスリテラシー向上に資する教育・啓蒙を通じ、新人行員の自

律的なキャリア形成の支援を目的に、新人行員向け集合研修の一環として以下の研修を行

う予定です。 

テーマ 概要 

将来のために正しく知ろう 

～プレコンセプションケアをはじ

めよう～ 

月経・PMS やプレコンセプションケアについて正

しい知識を身に着け、これからのライフプラン・

キャリアプランについて考える。 

 

４．Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の今後の展望について 

住友生命は、お客さまの健康増進をサポートする Vitality健康プログラムを中心とした

WaaS（Well-being as a Service）※３を通じてお客さまのウェルビーイングに資するサービ

スの提供を目指しています。 

その１つであるＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の提供を通じて、企業で働く従業員一

人ひとりが望んだ「理想のライフプラン」を実現できるよう、「不妊治療と仕事の両立」と

いう大きな社会課題の解決や、いつかは子を持ちたいと思う従業員への早い段階からのサ

ポートによる、社会課題そのものの縮小を目指します。 

ローンチ以降、サービス提供企業数は着実に増えており、各企業の支援を実施しています。

若年層に向けたプレコンセプションケアや、男性育休・産後うつに関するコンテンツの拡充

も行っており、今後も社会のトレンドや企業からのニーズを踏まえて、協業パートナーを増

やしながらサービスを充実させていきます。 
※３ Vitality 健康プログラムを中心とするウェルビーイングに資するサービスエコシステムのことです。 

 

【WaaS の取組みイメージと本事業の位置づけ】 

 

以上 


